
診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業における 
「調整看護師の標準業務マニュアル（案）」 

 

 

１．調整看護師とは 

「調整看護師」とは「診療行為に関連した死亡

の調査分析モデル事業」（以下モデル事業）におい

て、総合調整医とともにモデル事業全体の流れを

把握し、その過程で生じる様々な業務が円滑に進

められるよう関係機関・団体、関係職種及び遺族

との調整を行う看護職者をいう。 

  

２．調整看護師の要件 

調整看護師の業務を行う看護師は、以下の要件

を満たすことが求められる。 

１）わが国の看護職の国家免許を有すること。さ

らに看護職として 5 年程度の実務経験を有す

ることが望ましい。 

２）医療安全管理者または看護管理者としての実

務経験（それに相当すると思われる業務経験）

を有していることが望ましい。 

３）調整看護師として必要な研修・教育（医療安

全管理者養成研修、グリーフケアに関する研

修等）を 40 時間程度受講した者が望ましい。 

４）モデル事業の社会的意義を理解し、関係医療

機関、関係職種、遺族等との調整を円滑に進

めるコミュニケーション能力を有する者。 

５）高い倫理観を持ち、関係医療機関、関係職種、

遺族に対し公正な立場で接することができる

者。 

 

３．調整看護師の役割 

１）調整看護師は、事例発生から評価報告書説明

会終了まで、関係機関･団体、関係職種および

遺族との間で必要な「調整」を行う。 

(1)関係機関・団体、関係職種との「調整」 

○医療従事者の業務内容や職種間の関係性な

どにも細やかに配慮しながら、円滑に事案の

調査が行えるよう、医療機関や解剖担当医と

の調整を行う。 

○評価委員会開催にあたっては、関係学会・弁

護士会との調整、および評価委員の医師・弁

護士との調整を行う。 

○この場合の｢調整｣には、スケジュール調整だ

けでなく、書類の受け渡し等の調整も含まれ

る。事務職員が配置されている場合は、評価

委員会開催のための日程調整や書類の受け

渡し業務等は事務職と業務分担する。 

(2)遺族との「調整」 

事例発生時のモデル事業の説明から、解剖中

及び、解剖後の結果報告、調査報告説明会開催

までに生じる遺族からの様々な思いを受け止

めつつ、遺族がわかりにくいような医療の専門

的知識や用語について、適宜説明する等、遺族

の理解を助ける。 

(3)医療機関や解剖担当医・評価委員と遺族の調整 

可能な限り遺族がいつでも相談できる体制

を整え、その思いや感情を受け止め，解剖担当

医や依頼医療機関に伝えることにより真摯な

対応につなげるなど、関係形成に関する専門的

技術を活かした連絡・調整を行う。また、評価

結果報告書の説明会の際には、評価委員や医療

機関との橋渡しを行う。 

 

２）地域での「評価委員会」に参加する。 

医療機関、遺族から得た情報をもとに調査内容

について看護の専門性に基づき、客観的な立場で

情報提供する。 

 

４．調整看護師の具体的業務内容及び業務手順 

※ 業務の流れは、各地域の実情により異なる。 

※ 必要書類やフォーマットは地域ごとの定め

による。 

※ 事務的な業務については事務職員との分担

を行い、調整看護師が遺族や医療機関への

対応に専念できる環境を作る。 
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